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我
が
国
で
は

、
昭
和
４
０
年

台
後
半
か
ら

「
つ
く
り

、
育
て

る
栽
培
漁
業

」
が
本
格
化
し

、

全
国
各
地
に
種
苗
生
産
施
設
が

整
備
さ
れ
た

。
本
県
に
お
い
て

も

、
国
東
市
国
東
町
と
佐
伯
市

上
浦
の
２

ヵ
所
に

、
そ
れ
ぞ
れ

の
海
域
に
適
し
た
魚
介
類
の
種

苗
を
生
産
す
る
施
設
が
設
け
ら

れ

、
漁
業
公
社
に
よ
る
生
産
・

供
給
が
行
わ
れ
て
き
た

。
し
か

し

、
整
備
か
ら
長
い
年
数
が
経

過
し
施
設
の
機
能
が
低
下
し

、

ま
た

、
放
流
す
る
魚
種
に
対
す

る
漁
業
者
の
要
望
も
変
化
し
て

き
た
こ
と
か
ら

、
建
設
か
ら
４

９
年
を
経
た
国
東
の
施
設
を
建

て
替
え
る
こ
と
と
な

っ
た

。

　
新
た
な
施
設
は

、
閉
鎖
式
循

環
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
最
新
設
備

を
備
え
て
お
り

、
水
槽
面
積
が

増
え
る
こ
と
で
種
苗
の
生
産
能

力
も
２
割
程
度
ア

ッ
プ
す
る
と

と
も
に

、
新
た
な
魚
種
と
し
て

漁
業
者
か
ら
要
望
の
強
い
キ
ジ

ハ
タ
な
ど
の
高
級
魚
に
も
対
応

す
る
な
ど

、
生
産
機
能
の
強
化

と
そ
れ
に
よ
る
放
流
量
の
増
加

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
る

。

　
当
日
会
場
で
は

、
施
工
業
者

に
よ
る
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ

た
後

、
起
工
式
が
行
わ
れ
た

。

広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
は
主
催

者
を
代
表
し

「
種
苗
の
放
流
と

資
源
の
管
理
を
促
進
し

、
水
産

資
源
の
維
持
・
増
大
を
図
り
た

い

。
こ
れ
に
国
東
の
新
し
い
施

設
が
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
す

る

」
と
挨
拶
し
た

。

　
大
屋
寛
大
分
県
水
産
振
興
課

長
の
計
画
説
明
に
引
き
続
き

、

来
賓
と
し
て
黒
萩
真
悟
水
産
庁

増
殖
推
進
部
長

、
御
手
洗
吉
生

大
分
県
議
会
議
長

、
三
河
明
史

国
東
市
長
及
び
中
根
隆
文
大
分

県
漁
協
組
合
長
が
祝
辞
を
述
べ

た

。
中
根
組
合
長
は
コ
ロ
ナ
禍

の
行
政
支
援
に
謝
意
を
表
し

、

「
改
正
漁
業
法
に
則
し
た
水
産

資
源
の
管
理
に
適
切
に
取
り
組

む
と
と
も
に

、
栽
培
漁
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る

。
今
後
と
も

豊
か
な
海
の
幸
を
届
け
る
た
め

輸
出
も
含
め
て
全
力
で
取
り
組

む

」
と
決
意
を
新
た
に
し
た

。

　
最
後
に
会
場
を
平
床
漁
港
に

移
し

、
漁
業
公
社
設
立
５
０
周

年
の
記
念
放
流
が
行
わ
れ
た

。

景
平
真
明
理
事
長
が
趣
旨
を
説

明
し

、
大
会
出
席
者
の
代
表
と

国
東
小
学
校
の
２
年
生
３
０
人

が

、
マ
ダ
イ
と
マ
コ
ガ
レ
イ
の

種
苗
を
放
流
し

、
豊
漁
を
祈
念

し
た

。

　
種
苗
生
産
施
設
の
整
備
は

、

県
漁
協
が
か
ね
て
か
ら
要
望
し

て
き
た
も
の
で

、
予
算
を
措
置

し
て
頂
い
た
水
産
庁
と
県
に
心

か
ら
感
謝
し
た
い

。
開
催
が
決

ま

っ
た
第
４
３
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
と
と
も
に

、
本

県
水
産
業
発
展
の
契
機
と
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ
る

。

発行元
大分県漁協

竣工予想図（全景）

竣工予想図（屋外水槽）

広瀬知事主催者挨拶 黒萩部長来賓祝辞

中根組合長記念放流 国東小児童記念放流

第
４
３
回
 

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
は
２

日

、
定
例
記
者
会
見
で

「
令
和

６
年
度
の
第
４
３
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
が
大
分
県
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た

」
と
発
表
し
た

。

　
総
会
の
特
別
議
決
を
経
て
県

に
招
致
を
要
請
し
て
い
た
大
会

が
実
現
す
る
も
の
で

、
種
苗
生

産
施
設
の
完
成
と
も
あ
い
ま

っ

て

、
水
産
業
発
展
の
大
き
な
弾

み
と
な
る
と
期
待
さ
れ
る

。

竣工予想図（屋内水槽）

　
１
日

、
大
分
県
種
苗
生
産
施
設
の
本
体
工
事
起
工
式
が
国

東
市
で
挙
行
さ
れ
た

。
併
せ
て

、
施
設
を
運
営
す
る
大
分
県

漁
業
公
社
が
本
年
で
設
立
５
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら

、

大
会
参
加
者
と
地
元
小
学
生
が
記
念
放
流
を
行

っ
た

。

ＪＦ大分令
和
６
年
度
　

２
巡
目
大
分
開
催
決
定

大分県種苗生産施設

国東建替工事を起工
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大屋課長

　
卸
売
市
場
を
取
り
巻
く

　
環
境

行橋水産
　末松八起氏

　
卸
売
市
場
法
改
正
に

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
添
え
て

　
◎
講
演

　
こ
れ
を
受
け

、
ま
ず

、
行
橋

水
産
㈱
の
末
松
八
起
社
長
が

「

卸
売
市
場
を
取
り
巻
く
環
境

」

と
題
し
て
講
演
し
た

。

（2）

 
水
産
業
を
と
り
ま
く
環
境
に
つ
い
て
議
論

　
１
３
日

、

「
大
分
県
水
産
業
の
発
展
に
向
け
た
意
見
交
換

会

」
が
別
府
亀
の
井
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

。

　
本
県
の
中
核
的
漁
業
者
で
あ
る
漁
業
士

、
豊
の
浜
塾
卒
塾
生

ら
を
主
体
に

、
行
政
や
漁
協

、
大
学
関
係
者
ら
が
一
同
に
会

し

、
水
産
業
を
取
り
巻
く
時
事
問
題
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
聴

き

、
意
見
を
交
わ
し
た

。
県
漁
協
か
ら
も
中
根
組
合
長

、
米
水

津
地
区
の
嶋
原
運
営
委
員
長
を
は
じ
め
役
職
員
が
参
加
し
た

。

大分県水産業の発展に向けた意見交換会

　
◎
講
演

 
◎
趣
旨
説
明

特別顧問
　山尾政博氏

　
県
水
産
振
興
課
の
大
屋
寛
課

長
の
挨
拶
の
後

、
特
別
顧
問
で

あ
る
広
島
大
学
大
学
院
の
山
尾

政
博
名
誉
教
授
が
趣
旨
を
説
明

し
た

。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
水
産
物
の
外
食

需
要
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
反

面

、

「
す
ご
も
り
消
費

」
に
よ

り
生
鮮
魚
介
類
の
一
世
帯
あ
た

り
の
年
間
購
入
量
は
増
加
し
て

い
る

。
魚
種
別
で
は
切
り
身
や

刺
身
の
サ
ケ

、
マ
グ
ロ

、
ブ
リ

が
買
わ
れ

、
地
域
差
が
少
な
く

な
る
消
費
の
平
準
化
が
進
ん
で

い
る

。
こ
の
よ
う
な
中

、
昨
年

６
月
に
卸
売
市
場
改
正
法
が
施

行
さ
れ
た
が

、
何
が
変
わ

っ
た

の
か

。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
の

変
動
を
ど
う
捉
え
る
の
か

。
ま

た

、
水
産
業
に
お
い
て

「
持
続

可
能
な
開
発
目
標

」
を
ど
の
よ

う
に
具
体
化
す
べ
き
か

。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し

た
い

。

）
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た

。
担

い
手
の
不
足
は
資
源
保
護
に
つ

な
が
る
の
か

。
漁
業
廃
棄
物
の

問
題
は

、
世
界
で
は
陸
揚
げ
前

後
の
廃
棄
ロ
ス

、
日
本
で
は
食

品
ロ
ス

。
魚
あ
ら
の
発
生
源
と

用
途
・
経
済
性
を
見
る
と

、
大

規
模
処
理
業
の
存
続
が
危
惧
さ

れ
る

。

　
最
後
に

、
山
尾
特
別
顧
問

、

末
松
社
長

、
山
下
教
授
に
漁
業

者
代
表
と
し
て
渡
辺
英
敏
氏

（

宇
佐
支
店
・
漁
業
士
・
浜
塾
２

期
生

）
と
漁
協
代
表
と
し
て
新

川
参
事
を
加
え
た
５
名
に
よ
り

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
が

行
わ
れ
た

。

　
卸
売
市
場
改
正
法
で
は

、
漁

業
法
等
の
改
正
と
合
わ
せ
て
適

切
な
対
応
が
必
要
と
の
意
見
が

あ

っ
た
反
面

、
末
端
の
漁
業
者

に
伝
わ

っ
て
い
な
い
の
で
周
知

が
必
要
と
の
指
摘
も
あ

っ
た

。

　
水
産
資
源
に
つ
い
て
は

、
地

球
温
暖
化
等
の
地
球
規
模
の
環

境
変
動
が
影
響
し
て
い
る

。
漁

業
者
の
減
少
が
資
源
増
大
に
つ

な
が
る
と
は
思
わ
な
い
等
の
意

見
が
出
さ
れ
た

。

　
県
漁
協
と
し
て
は

、
組
合
員

で
あ
る
中
核
的
漁
業
者
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め

業
務
に
反
映
さ
せ
た
い

。

パネラーとして発言

　
渡
辺
漁
業
士

　
新
川
参
事

　
中
津
魚
市
場
が
元
年
３
月
に

倒
産
し
た
こ
と
を
受
け

、
県
漁

協
中
津
支
店
の
荷
さ
ば
き
所
で

相
対
取
引
を
行
い

、
地
元
漁
業

者
の
水
揚
げ
の
受
け
皿
と
な

っ

た

。
次
い
で
銀
行
か
ら
融
資
を

受
け
土
地

、
建
物
を
取
得
し

、

市
場
業
務
を
再
開
し
た

。
苦
労

し
た
の
は
こ
れ
ま
で
の
慣
習
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
体
質
を
変
え

る
こ
と

。
市
場
自
ら
が
買
参
人

と
な
り
大
量
に
揚
が

っ
た
魚
の

底
値
を
支
え
る
た
め

、
社
長
自

ら
が
量
販
店
を
回
り
売
り
先
を

確
保
し
た

。
今
後
は
飲
食
に
も

参
入
す
る
と
と
も
に

、
大
分
の

「
ハ
モ

」
や

「
か
ぼ
す
ブ
リ

」

を
日
本
の
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に

育
て
た
い

。
時
代
の
変
化
を
捉

え

、
魚
市
場
も
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ

ン
を
進
め
る

。

　
次
い
で

、
大
東
文
化
大
学
経

済
学
部
の
山
下
東
子
教
授
が

「

卸
売
市
場
法
改
正
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
添
え
て

」
と
題
し
て
講
演
し

た

。

 
国
内
生
産
量
の
減
少
や
市
場

経
由
率
の
低
下
・
取
引
形
態
の

変
化
等
を
背
景
に
法
が
改
正
さ

れ

、
昨
年
６
月
施
行
さ
れ
た

。

第
三
者
販
売
や
直
荷
引
き
の
禁

止
が
緩
和
さ
れ

、
公
設
公
営
が

基
本
で
あ

っ
た
開
設
・
運
営
を

民
間
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た

。
し
か
し

、
業
務
は
何

も
変
わ

っ
て
い
な
い

、
法
で
は

な
く
コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ

っ
た

、

あ
る
い
は
法
は
変
化
を
後
追
い

し
た
だ
け
と
の
見
方
も
あ
る

。

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ

）
の
１
７
の
目
標
を
沿

岸
漁
業
に
当
て
は
め
て
見
た

。

近
年
の
水
揚
量
減
少
は
乱
獲
が

原
因
か
環
境
変
動
に
よ
る
も
の

か

。
我
が
国
の
漁
業
資
源
は

、

他
国
と
は
異
な
り
コ
モ
ン
ズ

（

漁
場
な
ど
の
資
源
の
共
同
利
用

大東文化大学
　山下東子氏
（WEB参加）
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ブ
リ
の
人
工
採
卵
と
ふ
化
仔
魚

骨切りハモをＰＲ販売

　　　起工した種苗生産施設

　

３
 

消
費
拡
大
の
加
速

・
漁
獲
量
の
安
定
に
向
け
た
種

苗
生
産
施
設

（
漁
業
公
社
国
東

事
業
場

）
の
整
備

・
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

の
開
催
に
向
け
た
準
備

、
体
制

づ
く
り

拡販が続く都市圏量販店

　牡蠣の美味しい季節がやってきました。
　大分県では近年、中津の「ひがた美人」、国東の
「くにさきＯＹＳＴＥＲ」、佐伯の「大入島オイスター」
といったシングルシード種苗を用いた殻付き養殖
カキの生産が拡大中です。養殖に用いられる種苗
には人工と天然がありますが、このうち人工種苗に
ついては、主に民間企業が生産する割高なものに
頼っています。また、年内の新物出荷に間に合わ
すためには出来るだけ早い時期に大型種苗を確
保して、養殖を開始する必要があります。
　そこで、北部水産
グループでは、養
殖カキの生産拡大
と生産コスト削減に
向け、養殖業者さ
んでも実施可能な
カキの早期採卵技
術の開発を行って
います。
　今年の成果として、
カキ親貝を２月中旬
から２０℃で加温給餌飼育を行うことにより、通常よ
り１～２ヶ月早い５月に採卵することができました。
７月からは、この早
期採卵で生産した
人工種苗を用い中
津市小祝地先にお
いて養殖試験を開
始し、成長・歩留ま
り等の調査を実施
中です。
　この技術を確立し
た後、現場に技術
移転して、自家生
産した人工種苗を
用いたカキ養殖を
現場普及していき
たいと考えていま
す。

水産業の構造改革 〜養殖業の成⻑産業化と漁船漁業の経営安定〜

（3）

　大分県は１０月２０日、定例知事記者会見において令和４年度の県政推進指針を発表した。
　これは、県の長期・総合計画である「安心・活力・発展プラン２０１５」の着実な実行を図るため、次年度の政策・施策
の展開の基本的な方向性を示すもの。基本方針は次の３点。
　　①新型コロナウイルス感染症拡大防止の徹底と社会経済の市活性化
　　②大分県版地方創生の加速前進
　　　　・人を大事にし、人を育てる　・仕事を作り、仕事を呼ぶ　・基盤を整え、地域を活性化する
　　③ポストコロナ社会への挑戦
　この方針の下、水産業については以下のとおり具体的に構造改革を進めるとしている。

 

１
 

養
殖
業
の
成
長
産
業
化

　

２
 

漁
船
漁
業
の
経
営
安
定

・
ブ
リ
種
苗
の
安
定
確
保
に
向

け
た
小
型
モ
ジ
ャ
コ
育
成
技
術

や
人
工
種
苗
供
給
体
制
の
確
立

・
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
な
地
下
海

水
を
活
用
し
た
ク
ル
マ
エ
ビ
種

苗
生
産
施
設
の
整
備

・
輸
出
等
多
様
化
す
る
加
工
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
県
産
魚
加
工

施
設
の
整
備
推
進

・
環
境
負
荷
軽
減
と
赤
潮
に
強

・
付
加
価
値
向
上
に
よ
る
漁
家

所
得
の
安
定
に
向
け
た
骨
切
り

ハ
モ
の
Ｐ
Ｒ

及
び
販
路
開

拓
支
援

い
養
殖
手
法
の
確
立
に
向
け
た

新
型
養
殖
網
の
導
入
や
中
層
給

餌
技
術
の
確
立

・
特
定
災
害
対
策
緊
急
資
金

（

無
利
子

）
の
拡
充
に
よ
る
経
営

安
定
支
援

水 研 だ よ り

マガキの早期採卵技術の開発に着手

・
内
食
需
要

の
着
実
な
取

込
み
に
向
け

た
情
報
発
信

の
強
化
と
異

業
種
と
連
携

し
た
販
売
促

進・
大
都
市
圏

の
外
食
店
と

連
携
し
た
フ

ェ
ア
・
イ
ベ

鍋しゃぶ専門店にハモを提供

ン
ト
強
化
に
よ
る
県
産
魚
の
消

費
拡
大

・
養
殖
ブ
リ
の
切
り
身
ニ
ー
ズ

等
に
対
応
し
た
米
国
で
の
新
規

販
路
の
開
拓

・
需
要
が
旺
盛
な
中
国
市
場
向

養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
・
養
殖
シ
マ

ア
ジ
の
輸
出
拡
大

写真①：親貝加温飼育

写真②：クペル付着

写真③：シングルシード種苗



令和　３年１２月 水産おおいた 第１３６号

https://www.hankyu-
dept.co.jp/honten/h/platfarm/article_2
0210210_03.html

 阪急プラットファームマーケットを
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潮
彩
屋
の
大
規
模
な
改
装
が

完
成
し

、
１
１
月
１
日

、
店
名

を

「
磯
磯

（
い
そ
い
そ

）
別
府

潮
彩
屋

」
と
し
て
営
業
を
再
開

し
た

。

　
メ
ニ

ュ
ー
は

「
海
鮮
焼
き

」

を
メ
イ
ン
と
し

、
お
客
様
自
身

が
調
理
し
て
頂
く
ス
タ
イ
ル
を

採
用
し
て
い
る

。

　
地
元
別
府
湾
や
県
内
各
地
で

水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
水
産
物

を
安
価
に
提
供
し

、
都
市
住
民

や
観
光
客
の
来
店
と

、
魚
食
を

通
じ
た
交
流
を
促
進
す
る

。

　
２
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
別

府
湾
が
一
望
で
き
る
ソ
フ

ァ
ー

席
も
設
け
ら
れ

、
各
種
飲
料
も

充
実

。
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
の
雰
囲
気
を
味
わ

う
こ
と
も
出
来
る

。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３
０
年

　
　
　
　
　
　
１
２
月
に
休
業

　
　
　
　
　
　
し
た
潮
彩
屋
は

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
再

　
　
　
　
　
　
開
が
遅
れ
た
が

　
　
　
　
　
　
装
い
を
一
新
し

　
　
　
　
　
　
て
再
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
き
た

。
漁
業
振

　
　
　
　
　
　
興
に
貢
献
す
る

　
　
　
　
　
　
よ
う
利
活
用
し

　
　
　
　
　
　
た
い

。

　
　
　
　
　
　
　
圏
で
ブ
リ
の

　
　
　
　
　
　
　
馴
染
み
が
薄

　
　
　
　
　
　
　
い
地
域
で
あ

　
　
　
　
　
　
　

っ
た
が

『
豊

　
　
　
　
　
　
　
の
活
ぶ
り

』

　
　
　
　
　
　
　
を
販
売
し
た

　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
お
客

　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
の
評
価

　
　
　
　
　
　
　
が
一
変

。
臭

　
　
　
　
　
　
　
み
が
な
く

、

味
が
素
晴
ら
し
い
と
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
た

」
と
語

っ
た

。

　
大
分
県
の
佐
藤
部
長
は

「
コ

ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
経
営
環
境
の

中

、
生
産
者
応
援
を
目
的
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
県
産

水
産
物
を
積
極
的
に
お
取
り
扱

い
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る

。

大
分
県
に
は

、
養
殖
ブ
リ
の
ほ

か
養
殖
ヒ
ラ
メ
や
ヒ
ラ
マ
サ
な

ど
様
々
な
水
産
物
が
あ
る
の
で

（4）

大阪・阪急百貨店初出店

　　荻野社長(左)に認定証を手交する佐藤部長

　
オ
ギ
ノ
は
山
梨
県
を
中
心

に
長
野
県

、
静
岡
県
を
含
め

４
０
店
舗
の
総
合
ス
ー
パ
ー

を
展
開
し
て
お
り

、
約
１
５

年
前
か
ら
大
分
県
産

「
豊
の

活
ぶ
り

」
を
販
売

。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
生
産
者
応
援
企
画
や

ヒ
ラ
マ
サ
お
す
す
め
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
す
る
な
ど

、

県
と
の
連
携
も
更
に
深
ま

っ

た

。

 
認
定
を
受
け
た
荻
野
社
長

は

「
山
梨
は
マ
グ
ロ
の
文
化

　国東市の青年漁業者らがチームを組んで、特産のサ
ワラのブランド化に取り組んでいる。１０月から出荷が始
まった大阪の阪急百貨店等で好評を得た。福岡魚市で
も高値で取り引きされている。

　
脂
が
の

っ
て
お
い
し
い
サ
ワ

ラ
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら

い
た
い

。
キ
ロ
７
０
０
円
と
安

値
の
評
価
を
高
め
た
い

。
そ
ん

な
漁
業
者
の
声
を
受
け

、
国
東

市
水
産
課
が
主
導
し

、
昨
年
９

月
に
県
漁
協
支
店

、
県
東
部
振

興
局

、
ヤ
ン
マ
ー
Ｈ
Ｄ
が
連
携

す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
動
し

た

。

　

「
国
東
さ
わ
ら

」
ブ

ラ
ン
ド
の
条
件
は
認
定

証
に
記
載
の
通
り
だ
が

さ
ら
に
魚
体
重
量
３
㎏

以
上
で
平
均
粗
脂
肪
率

１
３
％
以
上
を

「
国
東

さ
わ
ら
・
太

っ
腹

」
と

称
し
て
い
る

。
本
年
度

「
国
東
さ
わ
ら

」
は
キ

ロ
１
４
０
０
円

、

「
国

東
さ
わ
ら
・
太

っ
腹

」

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い

」
と
Ｐ
Ｒ
し
た

。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
量
販
店

に
は

、
関
東
圏
で
県
産
水
産
物

を
通
年
販
売
し

、
大
分
フ

ェ
ア

等
の
開
催
に
も
協
力
的
な
企
業

を
認
定

。
昨
年
９
月
に
は
㈱
ベ

ル
ク

（
鶴

ヶ
島
市

、
原
島
一
誠

社
長

、
関
東
全
域
１
２
３
店

舗

）
を

、
本
年
１
０
月
１
２
日

に
は
㈱
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ

（
新
潟

市

、
本
多

伸
一
社
長

新
潟
県
内

４
１
店
舗

）
を
認
定

し
た

。

　
県
は

「
お
お
い
た
の
魚
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
量
販
店

」
に
㈱

オ
ギ
ノ
を
認
定

。
佐
藤
章
県
農
林
水
産
部
長
ら
は
１
０
月
２
９

日

、
甲
府
市
の
オ
ギ
ノ
本
部
を
訪
ね

、
荻
野
寛
二
社
長
に
知
事

の
認
定
証
を
交
付
し
た

。

は
キ
ロ
１
６
０
０
円
で
出
荷
さ

れ
て
い
る

。

　
は
え
縄
か
ら
１
本
１
本
手
で

は
ず
し

、
船
上
で
活
け
締
め
さ

れ
た

「
国
東
さ
わ
ら

」
は

、
網

で
獲
れ
た
も
の
と
は
違
い
体
表

に
傷
が
な
く
高
品
質

。
中
高
級

魚
に
恵
ま
れ
た
大
分
の
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し
て
ほ

し
い

。

パ
ー
ト
ナ
ー
量
販
店
に
オ
ギ
ノ
認
定

県
産
魚
、
山
梨
を
核
に
拡
販

大
分
県

売り出し中！

「国東さわら」

別府潮彩屋

リニューアルオープン！
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食べて漁業被害防止へ
クロサバフグをＰＲ

（5）

編
集
後
記

　暖かい海に生息するとされるクロサバフグだが、温暖化の影響
か一昨年の秋頃から大分県海域に多数来遊するようになった。
多くの組合員から「漁具を切られて困る、駆除出来ないのか」と
の意見が寄せられ、対策を検討していた。
　このクロサバフグ、食習慣がないため積極的に漁獲されない
が、実は上品な白身で美味。大分市場でも、身欠きにしてくれ
たら需要はあるとの提案もあった。

　
そ
こ
で

、
ま
ず
は
消
費
者
の

皆
さ
ん
に
味
を
知

っ
て
頂
こ
う

と

、
１
０
月
２
９
日

、
お
さ
か

な
ラ
ン
ド
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
で
Ｐ
Ｒ
試

食
・
販
売
会
を
開
催
し
た

。
当

日
は
臼
杵
市
一
本
釣
漁
業
協
議

会
の
吉
良
勝
徳
会
長
も
店
頭
に

立
ち

、
刺
身
や
唐
揚
げ
の
試
食

を
行
い

、
お
い
し
い
食
べ
方
を

丁
寧
に
説
明
し
た

。

　
試
食
し
た
方
か
ら
は

、

「
刺

身
は
さ

っ
ぱ
り
し
て
お
い
し
い

」
、

「
唐
揚
げ
は
プ
リ
プ
リ
で

食
感
が
良
い

」
、

「
何
よ
り
安

価
に
ふ
ぐ
が
食
べ
ら
れ
て
嬉
し

い

」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

、
評

価
は
上
々
で
あ

っ
た

。

　
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
で
は
身
欠
き

、
刺

身

、
寿
司

、
唐
揚
げ
が

、
明
野

店
と
わ
さ
だ
店
で
は
身
欠
き
が

販
売
さ
れ

、
売
れ
行
き
は
好
調

で
あ

っ
た

。

　
ふ
ぐ
類
は

、
県
条
例
に
よ
り

営
業
許
可
を
受
け
た
施
設
で
ふ

ぐ
処
理
登
録
者
に
よ
り
処
理
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

、
流

通
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

。
海
の

困
り
も
の
を
組
合
員
の
収
入
に

繋
げ
て
い
け
る
よ
う

、
更
な
る

取
組
が
必
要
だ

。

　

「
県
産
魚
の
日

」
・
・
１
１

月
は
第
４
金
曜
日
の
２
６
日

、

「
豊
前
海
フ

ェ
ア

」
と
銘
打

っ

て
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
３
店
舗
で

開
催
し
た

。
中
津

、
宇
佐

、
香

々
地
か
ら
タ
コ

、
マ
ダ
イ

、
ク

ル
マ
エ
ビ

、
マ
ゴ
チ

、
ガ
ザ
ミ

な
ど
干
潟
の
幸
が
届
い
た

。

　
お
客
様
か
ら
は

「
ガ
ザ
ミ
は

珍
し
い

、
ど
こ
で
獲
れ
る
の
？

」
な
ど
の
声
が
あ
が

っ
た

。
あ

ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
県

北
の
水
産
物
を
紹
介
す
る
良
い

機
会
と
な

っ
た

。

　
高
校
生
コ
ラ
ボ
企
画
の
魚
介

類
漢
字

、
今
回
も
達
筆
だ
が
皆

さ
ん
読
め
ま
し
た
？
　
当
方
は

ギ
ブ
ア

ッ
プ

。

　
私
事
で
恐
縮
だ
が
４
０
数
年

前

、
県
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
３

年
間
は
内
水
面
漁
業
を
担
当
し

た

。
今
は
な
き
安
心
院
の
試
験

場
に
ア
ユ
と
ス

ッ
ポ
ン
の
種
苗

生
産
施
設
を
整
備
し

、
耶
馬
渓

の
河
川
広
場
や
日
田
漁
協
の
ア

ユ
池
に
補
助
金
を
出
し
た

。

 
そ
ん
な
訳
で
山
間
部
に
も
結

構
な
じ
み
が
あ
り

、
コ
ロ
ナ
禍

の
９
月

、
津
江
を
再
訪
し
た

。

福
岡

、
熊
本
等
県
外
ナ
ン
バ
ー

で
満
員
の

「
道
の
駅

」
は
ス
ル

ー
し

、
椿

ヶ
鼻
で
秋
を
満
喫

。

昼
食
は
昭
和
の
香
り
漂
う
料
理

民
宿

。
値
段
の
割
り
に
料
理
が

多
く

、
一
部
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

に
な

っ
た

。
と
い
う
こ
と
で
若

い
人
で
も
十
分
満
足
な
量
だ

。

淡
水
魚
は
ち

ょ

っ
と

、
と
言
う

方
に
も
新
鮮
な
や
ま
め
は
お
薦

め
し
た
い

。
近
く
に
釣
り
堀
も

整
備
さ
れ
て
い
て

、
カ

ッ
プ
ル

や
家
族
連
れ
も
楽
し
め
る

。

今回は淡水魚。
日田市前津江町
の「やまめの里」の
定食２０００円也。

　
こ
の
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
も
沈
静

化
し
て

、
県
内
外
へ
の
出
張
や

対
面
で
の
会
議
も
増
え
た

。
そ

ん
な
中

、
杵
築
支
店
の
皆
さ
ん

と
話
す
機
会
が
あ
り

、

「
水
産

お
お
い
た
で
料
理
の
記
事
を
読

ん
で
食
べ
に
行
き
た
く
な

っ
た

」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

た

。
な
ん
か
一
方
通
行
だ
と
感

じ
て
い
た
の
で

、
感
想
が
聞
け

て
本
当
に
嬉
し
か

っ
た

。
ま
た

く
に
さ
き
支
店
か
ら
は

「
国
東

さ
わ
ら

」
の
情
報
を
い
た
だ
き

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た

。
少

し
ず
つ
で
も
現
場
と
の
情
報
交

流
が
で
き
る
と

、
編
集
に
も
張

り
合
い
が
出
る

。
感
謝
！

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


